
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■会長の時間         会長 武末喜久治君 

みなさんこんにちは。 

先日の土曜日、西都ロータ

リークラブの 30 周年記念の

祝賀会に出席してまいりま

した。高鍋からは 12 名の参

加でした。来年度は私達高鍋

ロータリークラブの 40 周年

ですので参考になる事があ

りました。受付の位置や手

順、式典の進行、懇親会の内

容など充分検討する必要があるとおもいました。前日に

コンサートをされた、幹事の上田さんのお嬢さんのフル

ートとバイオリンのウェルカム演奏と最後のセレモニー

の手に手つないでの伴奏は大変素晴らしく印象に残りま

した。 

さて今日は、パナソニック創業者 松下幸之助の誕生

した日です。松下幸之助がロータリアンだったというこ

とは皆さんご存知だろうと思います。ロータリー情報マ

ニュアルの有名人ロータリアンのページにアメリカ大統

領やエジソンなどと一緒に載っていますが、松下幸之助

の所属した大阪ロータリークラブに電話して確かめられ 

た方がいらっしゃいます。2005-2006年度の会長だった 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

黒木君が会長時代に話された卓話を精進無涯という題で

本にされましたが、その中に松下幸之助の生涯とロータ

リーの職業奉仕が書かれています。素晴らしい本です。 

ご一読をおすすめします。それによりますと、1953年

（昭和28年）2月59歳の時入会で、1989年（平成元年）

4月 94歳で亡くなるまで 35年間の在籍で、紹介者は第

7 代住友総理事の古田俊之介と朝日放送社長飯島幡司

（まんじ）の両名だったそうです。 

松下幸之助は明治 27年（1894年）和歌山県海草郡和

佐村（現在 和歌山市）の農家に男3人女5人の末っ子

の3男として生まれました。父政楠は小地主で家は旧家

でもあり、34歳の時村会議員に選ばれるなど暮らし向き

は良かったようで、当時日清戦争を契機に全国に産業振

興の波が押し寄せ、そういう機運を反映して投機熱が高

まり和歌山米穀取引所でもしきりに米相場が立てられて

いたそうです。父政楠は百姓仕事を小作人に任せ村会や

役場の仕事に携わる事のほうが多く、進取の気性に富み、

機運の高まりに興味を持った政楠は米相場に手を染めま

した。慣れない事でうまくいくはずがなく見事に失敗し、

父祖伝来の田畑を人手に渡し、住み慣れた故郷を後にし

て和歌山市へ移り住みました。政楠はわずかの資金を元

手に履物屋を始めましたが続かず、2 年余りで閉店し、

単身大阪に移住し、私立大阪盲唖院に職を得ました。 

しばらくして父から手紙があり「幸之助も、もう4年

生でもう少しで卒業するが、大阪の八幡筋にある心安い
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第 1862 回 平成 26 年 12 月 4 日プログラム  

 

 

 

 

 

 

 

2730地区ガバナー    田中 俊實 

中部分区ガバナー補佐    押川 弘巳 

RIテーマ・第 2730地区テーマ 

   『ロータリーに輝きを』 

高鍋ロータリークラブテーマ 

   『クラブの活性化』 

12月の月間テーマ  

   家族月間 

７．月初めのセレモニー  

８．ＢＯＸ披露 

９．各委員会報告 

10．次週例会案内 

11．点   鐘 

 

 

１．点  鐘  

２．ロータリーソング  

 君が代・奉仕の理想 

３．ビジター・ゲスト紹介  

４．会長の時間 

５．幹事報告 

６．出席報告 

 
本日の例会案内   ＊米山ランチ 

＊月初めのセレモニー  ＊雑誌紹介  

＊会員卓話―柴垣復生君  ＊例会終了後理事会 
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次週例会案内；12月 11日（1863回） 

＊年次総会     ＊血圧測定 

＊クラブ協議会―半期報告  ＊プログラム委員会 

第 1861 回 例会内容 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



宮田という火鉢屋で小僧がいるとのことであるから、ち

ょうど幸いだから幸之助をよこせ」という今なら無茶苦

茶な話がありました。 幸之助少年は小学校4年終了を

4ヶ月残して中退し、明治37年（1904年）11月23日満

10歳の誕生日を4日後に控えて単身大阪に立つことにな

りました。そして、幼くして大阪船場で奉公していた幸

之助に、父は次のように言い聞かせたそうです。 

「出世しなければならん。昔から偉くなってる人は、

みな小さい時から他人の家に奉公したり、苦労して立派

になっているのだから決して辛く思わず辛抱せよ」と、 

そして父から商売で身を立てよと強く言われた事は深

く幸之助少年の胸に深く刻みこまれました。 

その父は私立大阪盲唖院に勤めて4年たったころ、幸

之助11歳の時に病でこの世を去りました。享年51歳で

した。すでに2人の兄も病没していましたので、松下家

の重責を担う事になりました。後年松下幸之助は「父は

先祖から受け継いだ多少の財産をなくしたことをすまぬ

と思うと共にひとり残った男の出世をどんなにかしてと

強く期待しておったことが、今静かに考えてみるとよく

わかる」と語っています。15歳で次の奉公先の自転車屋

を辞めるまでは家の事情に従っていましたが、大阪電燈

株式会社への転職を決意してからは、自らの意志で人生

を歩む事になります。父の強い願いが幸之助の奥底で渦

巻いていたのでしょうか。その後とてつもない大きな成

功への道が開かれていくことになります。 

今日で松下幸之助生誕117年になります。今日はそれ

にちなみ、松下幸之助の幼少時の父親の話を松下資料館

の話の中からお話させていただきました。 

 

■幹事報告           幹事 青木善明君 

＜文書案内＞ 

＊クラブ研修リーダー・クラ 

ブ幹事第2回地区研修セミ 

ナー開催のご案内 

日時 2015年2月22日(日) 

      登録受付 10：00～ 

開会   10：30 

 場所 メインホテル（都城） 

 テーマ  

「真のロータリーを学ぶ」 

 

 

■出席報告       出席副委員長 向山健一君 

 

出席状況（11/27） 

会  員  数 46名 

出 席 会 員 数 32名 

ホーム出席率 71.11％ 

前々回修正出席率 78.26％ 

    

 

■ＢＯＸ披露      親睦活動委員長 坂田師通君 

＜ニコニコ・財団・米山BOX＞ 

曽我部幸夫君 母の通夜の際は 

お世話になりました。 

坂田師通君  日向学院高校の 

バレー部が春高バレー出場決 

まりました。 

 

 

 

☆新入会員卓話           曽我部幸夫君 

会議中こっそり実行！ 

眠気を覚ます技やツボ          

 

中衝（ちゅうしょう） 

手の中指の爪の人差し指側の 

生え際の２㎜程下を大きく深 

呼吸しながら強く揉む。気分 

を落ち着かせる効果もある。 

労宮（ろうきゅう） 

 手のひらの中央で手を握った 

とき中指の先があたるところ。ボールペンなどで強く 

押す。上半身の血行を良くするので肩こりにも効果が 

ある。 

合谷（ごうこく） 

 眠気を抑え全身の血行を良くするツボ。 

親指と人差し指のまたの間。2本の指の骨が接する部 

分の少し指先側。手の甲をつかむようにしてツボに爪 

を立てて当て人差し指の方向に徐々に力を入れていく。 

 

ツボは自分に合ったものを見つけるのが大切です。色々

試してみて「マイツボ」を探し出してみましょう。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

 

   

石田喜克君         藤本範行君 

        

             木村貞夫君 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


